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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 4月 14日 (2005.4.14)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 上 に ア ル ミ ニ ウ ム を 主 成 分 と す る 第 １ 導 電 性 膜 を 第 １ 温 度 で 形 成 す る
工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ 導 電 性 膜 を パ タ ー ニ ン グ し て 配 線 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 配 線 上 を 含 む 前 記 半 導 体 基 板 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 絶 縁 膜 に 前 記 配 線 に 達 す る 孔 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 を 第 ２ 温 度 で 加 熱 し 、 前 記 絶 縁 膜 の

脱 ガ ス 処 理 を 行 う 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 側 面 お よ び 底 面 に 第 ２ 導 電 性 膜 を 第 ３ 温 度 で 形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、
　 前 記 第 １ 温 度 は 前 記 第 ２ 温 度 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 温 度 は 前 記 第 ３ 温 度 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は 前 記 第 １ 温 度 よ り 低 い こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 温 度 と 前 記 第 ３ 温 度 と の 温 度 差 は ５ ０ ℃ 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は １ ０ ０ ℃ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 上 に ア ル ミ ニ ウ ム を 主 成 分 と す る 第 １ 導 電 性 膜 を 第 １ 温 度 で 形 成 す る
工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ 導 電 性 膜 を パ タ ー ニ ン グ し て 配 線 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 配 線 上 を 含 む 前 記 半 導 体 基 板 上 に 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 絶 縁 膜 に 前 記 配 線 に 達 す る 孔 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 （ ｄ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 を 第 ２ 温 度 で 加 熱 し 、 前 記 絶 縁 膜 の
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脱 ガ ス 処 理 を 行 う 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 側 面 お よ び 底 面 に 第 ２ 導 電 性 膜 を 第 ３ 温 度 で 形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、
　 前 記 第 １ 温 度 は 前 記 第 ２ 温 度 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 温 度 は 前 記 第 ３ 温 度 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は １ ０ ０ ℃ 以 上 で あ り 且 つ 前 記 第 １ 温 度 よ り ５ ０ ℃ 以 上 低 い こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ ３ に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 上 に 前 記 孔 内 部 を 埋 め 込 む 第 ３ 導 電 性 膜 を 形 成 す る 工 程 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 温 度 は ３ ０ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 温 度 は ２ ５ ０ ℃ ～ ３ ５ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は ５ ０ ℃ ～ ２ ５ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 導 電 性 膜 及 び 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 は ス パ ッ タ リ ン グ 法 で 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と
す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 （ ａ ） 半 導 体 基 板 上 に ア ル ミ ニ ウ ム を 主 成 分 と す る 第 １ 導 電 性 膜 を 第 １ 温 度 で 形 成 す る
工 程 、
（ ｂ ） 前 記 第 １ 導 電 性 膜 を パ タ ー ニ ン グ し て 配 線 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｃ ） 前 記 配 線 上 を 含 む 前 記 半 導 体 基 板 上 に 第 １ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｄ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 上 に 第 ２ 絶 縁 膜 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｅ ） 前 記 第 １ 絶 縁 膜 に 前 記 配 線 に 達 す る 孔 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｆ ） 前 記 第 ２ 絶 縁 膜 に 前 記 孔 と 接 続 す る 配 線 溝 を 形 成 す る 工 程 、
（ ｇ ） 前 記 （ ｆ ） 工 程 後 、 前 記 半 導 体 基 板 を 第 ２ 温 度 で 加 熱 し 、 前 記 絶 縁 膜 の

脱 ガ ス 処 理 を 行 う 工 程 、
（ ｈ ） 前 記 よ び 前 記 配 線 溝 の 側 面 お よ び 底 面 に 第 ２ 導 電 性 膜 を 第 ３ 温 度 で 形 成 す る 工
程 、
（ ｉ ） 前 記 第 ２ 導 電 性 膜 上 に 前 記 孔 内 部 お よ び 前 記 配 線 溝 内 部 を 埋 め 込 む 第 ３ 導 電 性 膜 を
形 成 す る 工 程 、
を 含 み 、
　 前 記 第 １ 温 度 は 前 記 第 ２ 温 度 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 温 度 は 前 記 第 ３ 温 度 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は 前 記 第 １ 温 度 よ り 低 い こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 温 度 と 前 記 第 ３ 温 度 と の 温 度 差 は ５ ０ ℃ 以 上 で あ り 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は １ ０ ０ ℃ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 ま た は に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 １ 温 度 は ３ ０ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ２ 温 度 は ２ ５ ０ ℃ ～ ３ ５ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造
方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ～ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 第 ３ 温 度 は ５ ０ ℃ ～ ２ ５ ０ ℃ で あ る こ と を 特 徴 と す る 半 導 体 集 積 回 路 装 置 の 製 造 方
法 。
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